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平成25年度予算
総額73億6530万4000円を可決

会計名 25 年度予算額 前年度増減額 増減率（％）
一 般 会 計 48 億 3800 万 0000 円 4100 万 0000 円減 -0.85%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 11 億 6000 万 0000 円 8716 万 3000 円減 -7.51%

介 護 保 険 9 億 5451 万 9000 円 8407 万 5000 円増 8.81%

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 0269 万 7000 円 27 万 5000 円増 0.26%

地 方 改 善 施 設 住 宅
新 築 資 金 等 貸 付 金

62 万 0000 円 1000 円減 -0.16%

坂 本 善 三 美 術 館 1373 万４000 円 512 万 3000 円減 -37.30%

簡 易 水 道 932 万 0000 円 ― ー

農 業 集 落 排 水 事 業 1 億 4019 万２000 円 75 万 0000 円減 -0.53%
 企  業  会  計

水 道 事 業 会 計 1 億 4622 万 2000 円 706 万 7000 円増 4.83%

予算の詳しい内訳及び予算の内容(＝施政方針)は『広報おぐに』4月号及び5月号をご覧ください

生ゴミを原料にした堆肥生産 環境モデル都市へ わいた温泉郷の地熱

新規事業費

地域活動交付金………………………………… 810万円
　納税組合廃止に伴う完納奨励金に代わる集落の活動費として新設
環境モデル都市推進費……………………… 519万6千円

循環型農業推進費……………………………… 994万円

住宅リフォーム助成事業補助金………………………50万円
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主な事業費
学校建設費…………………………………… 8500万円
小中学校のプール解体費・中学校武道場解体費・小学校の遊具、
ナイター撤去費等

道路新設改良費……………………………1億8800万円
町道明里線・下滴水線・小原田寺尾野線・対岸線・はげの湯線・石井尾園線等

住宅管理費…………………………………… 2340万円
老朽化住宅解体撤去費（倉原住宅）町営住宅浴室改修工事（柏田住宅・関田住宅）

鳥獣対策費……………………………………… 600万円
有害鳥獣防除柵設置事業、有害鳥獣駆除補助金、
野生動物生息数適正管理助成金、有害鳥獣被害防止補助金

水道管布設替工事(上水道事業会計)………9029万５千円

解体される中学校武道場

新設工事が進む明里線

上水道管布設替工事

一時撤去される小学校遊具

真新しい浴槽になった浴室

箱罠による捕獲
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常 任 委 員 会 報 告

総
務
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

「
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予

算
」の
う
ち
本
委
員
会
に
属
す

る
事
項
及
び「
平
成
25
年
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
」等

６
案
件
に
つ
い
て
、所
管
よ
り

説
明
を
受
け
慎
重
審
議
し
た
。

６
案
件
と
も
全
会
一
致
で
可
決

す
べ
き
と
議
決
し
た
。

委
員
長　

北
里
勝
義

【
全
般
】

【
問
】施
政
方
針
や
予
算
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
、ど
ん
な
と
こ
ろ
に
苦
労
し
て
計

画
し
た
か
。

【
答
】補
助
金
や
経
済
対
策
を
活
用

し
て
、産
業
の
活
性
化
や
町
道
な

ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
を
進
め
る
。ま

た
、福
祉
関
係
は
予
防
医
療
と
し

て
、介
護
予
防
等
の
施
策
も
積
極

的
に
進
め
る
。

【
総
務
課
】

【
問
】緊
急
事
態
や
大
規
模
な
災
害

等
に
備
え
た
自
主
的
な
地
域
の
防

災
対
策
を
検
討
す
る
提
案
を
し
て

き
た
。県
も
地
域
防
災
に
力
を
入

れ
て
い
る
中
で
、補
償
の
あ
る
立
場

の
自
主
防
災
組
織
を
作
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
答
】現
在
47
の
自
主
防
災
組
織
が

あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
リ
ー
ダ
ー
や
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
は
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、役
割
分
担
は
把
握
で
き
て

い
な
い
。今
後
役
割
等
を
把
握
し
、

補
償
も
検
討
す
る
。

【
情
報
課
】

【
問
】乗
合
タ
ク
シ
ー
実
証
実
験
運

行
委
託
の
内
容
は
。

【
答
】公
共
交
通
機
関
が
な
い
地
区

11
路
線
を
運
行
し
て
い
る
。24
年

度
利
用
人
員
は
、５
７
５
６
名（
見

込
み
）で
、実
証
実
験
運
行
は
、公

共
交
通
会
議
で
内
容
等
を
決
定
す

る
。

【
税
務
課
】

【
問
】地
籍
調
査
業
務
委
託
は
随
意

契
約
な
の
か
。

【
答
】地
籍
調
査
補
助
業
務
と
地
籍

調
査
測
量
業
務
の
２
本
の
委
託
業

務
と
な
っ
て
お
り
、指
名
競
争
入
札

で
実
施
す
る
。

【
住
民
課
】

【
問
】清
掃（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）の
今
後
の
町

の
考
え
は
。

【
答
】Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理
単
価
や
受
入
経

費
等
も
高
く
な
っ
て
い
る
。平
成
29

年
度
以
降
は
違
う
形
で
の
検
討
を

進
め
る
。将
来
的
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
枠
組
み
で
検
討
し
た
い
。

【
福
祉
課
】

【
問
】緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、阿

蘇
広
域
で
管
理
さ
れ
て
い
る
が
、今

後
小
国
町
の
光
ケ
ー
ブ
ル
を
活
用

し
た
新
し
い
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
計

画
は
な
い
か
。

【
答
】現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
、広
域

消
防
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。阿
蘇
広

域
で
の
シ
ス
テ
ム
構
築
は
、難
し
い

面
も
あ
る
が
、小
国
町
も
光
ケ
ー

ブ
ル
を
活
用
し
た
、新
し
い
見
守
り

シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
た
い
。

【
保
育
園
】

【
問
】宮
原
保
育
園
の
耐
震
は
ど
う

か
。ま
た
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り

対
策
は
。

【
答
】築
27
年
経
過
し
て
い
る
。耐

震
に
つ
い
て
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

現
在
園
児
数
は
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、０
歳
児
の
入
園
希
望
者
が

多
い
。園
舎
の
老
朽
化
・
陽
当
た
り

の
悪
さ
・
未
満
児
の
増
加
に
伴
い

面
積
の
問
題
点
を
考
え
れ
ば
、建

て
替
え
の
必
要
性
が
あ
り
、あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

【
教
育
委
員
会
】

【
問
】地
域
づ
く
り
環
境
学
習
推
進

事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

【
答
】学
び
や
の
里
木
魂
館
が
事
業

主
体
で
行
っ
て
い
る「
お
ぐ
に
自
然

学
校
」に
対
し
て
の
補
助
。農
業
体

験
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、宿
泊

体
験
や
交
流
な
ど
を
通
じ
て
環
境

学
習
を
行
う
。ま
た
、リ
ー
ダ
ー
養

成
事
業
な
ど
実
施
し
て
い
る

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

【
問
】特
定
健
診
の
受
診
状
況
は
。

【
答
】平
成
21
年
38
・
９
％
、平
成
22

年
42
・
３
％
、平
成
23
年
42
・
１
％
、

平
成
24
年
41
・
０
％
と
な
っ
て
い

る
。

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

【
問
】介
護
予
防
事
業
の
中
に
筋
肉

を
鍛
え
る
内
容
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
う
が
、ど
う
考

え
て
い
る
か
。

【
答
】現
在
、「
元
気
が
出
る
学
校
」や

「
は
つ
ら
つ
運
動
教
室
」、「
元
気
ク

ラ
ブ
」を
行
っ
て
い
る
。内
容
は
、筋

肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、ス
ト
レ
ッ
チ
等

の
運
動
を
中
心
と
し
て
い
る
。

【
坂
本
善
三
美
術
館
特
別
会
計
】

【
問
】毎
年
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
て
い
る
が
、今
後
は
建
物
の
修
復

等
も
必
要
と
な
り
、施
設
管
理
費

も
膨
ら
む
と
予
想
さ
れ
る
が
、他

の
観
光
施
設
と
併
せ
て
総
体
的
な

対
策
が
必
要
と
思
う
が
、ど
う
考

え
て
い
る
か
。

【
答
】非
常
勤
職
員
等
の
人
件
費
が

多
く
を
占
め
て
お
り
、職
員
も
努

力
し
て
い
る
。ま
た
、運
営
状
況
に

つ
い
て
は
運
営
委
員
会
で
も
協
議

し
て
い
る
。今
後
も
情
報
課
と
連

携
し
て
、入
館
者
増
に
努
め
た
い
。
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常 任 委 員 会 報 告
　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

「
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予

算
」の
う
ち
本
委
員
会
に
属
す

る
事
項
及
び「
平
成
25
年
度
簡

易
水
道
特
別
会
計
予
算
・
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予

算
・
小
国
町
水
道
事
業
会
計
予

算
」に
つ
い
て
、所
管
よ
り
説
明

を
受
け
慎
重
審
議
し
、全
員
一

致
で
議
決
し
た
。

委
員
長　

奴
留
湯
哲
宣

【
産
業
課　

農
林
水
産
業
費
】

【
問
】世
界
農
業
遺
産
の
負
担
金
は

い
つ
決
ま
る
の
か
。小
国
町
の
料
理

を
す
る
人
へ
情
報
を
提
供
し
て
欲

し
い
。地
産
地
消
を
農
業
世
界
遺

産
に
つ
な
げ
て
行
く
事
で
、小
国
の

農
産
物
も
料
理
に
使
っ
て
く
こ
と

が
大
事
と
考
え
る
が
。

【
答
】採
択
は
難
し
い
状
況
・
今
年

度
５
月
に
採
択
が
行
わ
れ
る
。今

後
、町
村
長
も
会
議
に
参
加
し
、協

議
会
と
し
て
連
携
し
て
い
く
。

【
農
業
費
担
い
手
育
成
事
業
】

【
問
】図
面
作
成
委
託
料
は
、ど
う

い
っ
た
図
面
な
の
か
。そ
の
中
で
、

青
年
就
農
給
付
金
な
ど
利
用
で
き

る
も
の
は
利
用
し
、担
い
手
を
支

援
し
て
欲
し
い
。

【
答
】人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

航
空
写
真
と
農
家
台
帳
を
リ
ン
ク

さ
せ
見
や
す
い
図
面
と
し
た
い
。今

の
予
定
で
は
３
名
を
予
定
し
て
い

る
。

【
手
づ
く
り
の
館
及
び
悠
工

房
施
設
費
】

【
問
】こ
の
施
設
の
利
用
状
況
は
。

ま
た
、６
次
産
業
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

【
答
】手
づ
く
り
の
館
・
56
団
体
で

延
べ
３
３
７
人
、悠
工
房
・
64
団
体

で
延
べ
４
６
８
人
。麹
菌
室
を
利

用
し
、塩
麹
を
作
っ
た
。ま
た
、、キ

ム
チ
の
特
産
品
化
も
進
ん
で
い
る
。

【
循
環
型
農
業
推
進
費
】

【
問
】今
後
の
活
動
予
定
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
ガ

ラ
ス
ハ
ウ
ス
で
の
苗
等
の
栽
培
。生

ご
み
堆
肥
の
１
回
目
が
出
来
る
、

生
産
方
法
や
販
売
方
法
な
ど
詰
め

て
行
く
予
定
で
あ
る
。

【
林
業
費　

林
業
総
務
費
】

【
問
】ア
ラ
イ
グ
マ
や
イ
ノ
シ
シ
の

駆
除
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

【
答
】ワ
イ
ヤ
メ
ッ
シ
ュ
の
導
入
を
平

成
26
年
度
に
取
り
組
め
る
よ
う
進

め
る
。猟
友
会
と
駆
除
隊
の
問
題

も
あ
り
、頭
数
制
限
や
駆
除
期
間

の
解
除
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

【
林
業
振
興
費
】

【
問
】小
国
杉
を
使
っ
た
モ
デ
ル
住

宅
を
造
っ
た
ら
ど
う
か
。単
価
の
安

く
出
来
る
販
売
戦
略
が
必
要
と
思

う
が
。

　

ま
た
、林
業
担
い
手
は
育
っ
て
い

る
の
か
。一
人
親
方
の
弟
子
が
一
番

育
つ
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
現
在
、
蓬
莱
の
小
国
杉
を

使
っ
た
民
家
を
モ
デ
ル
住
宅
と
し

て
い
る
。安
い
住
宅
の
提
供
を
模
索

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

森
林
組
合
で
林
業
担
い
手
補
助

金
で
育
っ
て
い
る
。

【
商
工
費
】

【
問
】プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
出
す

に
あ
た
り
商
工
会
等
の
ア
イ
デ
ア

は
有
る
の
か
。

【
答
】景
気
対
策
の
商
品
券
で
あ

り
、外
向
け
の
商
品
券
の
発
行
を

考
え
て
い
る
。バ
ス
会
社
な
ど
の
活

用
も
参
考
に
し
た
い
。

【
建
設
課　

衛
生
費
】

【
問
】単
独
浄
化
槽
の
補
助
金
を
活

用
し
、合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
進

め
て
い
る
の
か
。

【
答
】平
成
25
年
度
ま
で
の
補
助
金

（
五
万
五
千
円
）で
あ
り
26
年
以

降
は
ま
だ
未
定
で
あ
る
。今
後
の
こ

と
は
県
と
話
合
っ
て
い
き
た
い
。

【
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
】

【
問
】杖
立
水
道
公
債
費
の
金
利
が

高
い
が
、な
ぜ
か
。

【
答
】利
息
は
５
％
超
え
て
い
る

が
、組
合
が
平
成
27
年
ま
で
の
償

還
で
あ
り
、こ
の
ま
ま
で
良
い
と
判

断
し
た
か
ら
。

【
小
国
町
水
道
事
業
会
計
予
算
】

【
問
】配
水
管
布
設
替
工
事
の
工
事

箇
所
の
順
番
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
。

【
答
】水
源
地
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら

順
番
に
行
い
、漏
水
が
２
・
３
回
発

生
し
た
と
こ
ろ
を
優
先
し
て
行
っ

て
い
る
。

産 

業 

常 

任 

委 

員 

会
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会期：平成25年2月18日（1日間）
午前10時開会

　第1回臨時会が2月18日に開催され、7議案（条例改正４、予算２、人事１）を審議。ま
た、風力発電所建設に伴う土地賃貸借契約に関する特別委員会（100条委員会、時松
唯一委員長、ほか委員7名）の委員長報告が行われ、同委員会は解散しました。

＝14ページに関係記事

臨時会第1回

100条委員会 調査を終了し、解散

全議案を全会一致で可決
条例など
議案第1号 財産の交換、譲渡、無償貸し付け等に関する条例の一部を改正する条例

　法改正（地方公共団体の財政健全化に関する法律）に伴い、町所有の
財産を国に対しても譲渡などを可能にする条例改正です。ただし、現在
のところそういった予定はありません。

議案第2号 小国町営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部を改正す
る条例

　法改正（土地改良法）に伴い、条例の趣旨などの根拠となる条項の変
更（法第96条の４→法第96条の4第1項、法第49条→法第88条第1項）

議案第3号 熊本県市町村事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の
一部変更

　益城町及び御船町中小学校組合、川辺川総合土地改良事業組合が脱
退したため、規約の中から2つの組合の名前も削られました。

議案第4号 阿蘇広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更

　阿蘇広域行政事務組合には、障害者が福祉サービスを受けるために
必要な調査等を行う障害区分認定審査会があります。この審査会設置
の根拠となる法律の改正（障害者自立支援法→障害者の日常生活及び
社会生活を総合的に支援するための法律）に伴う規約の変更
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議案第5号 平成24年度小国町一般会計補正予算（第11号）
　　　　　　915万円追加、総額54億4599万5000円
介護保険特別会計繰り出し金860万円など

議案第6号 平成24年度小国町介護保険特別会計補正予算（第3号）
　　　　　　8772万6000円追加、総額9億5326万7000円
主に保険給付費を補正

同意第1号 小国町固定資産評価員の選任
　　　　　　澁谷…洋典…氏　（役場課長、小国町宮原）

補正予算

人　事

期間:平成24年11月27日～12月6日（計6回開催）

＊�懇談会では、議会だよりに対し「一般質問の追跡記事を」とのご意見をいただきました。
　今後、順次掲載していきます。

議会懇談会 大字ごとに開催 様々なご意見次 と々

懇談会の内容を執行部に伝える 全員協議会開く

全員協議会での執行部の回答（抜粋、要旨）

　議会改革の一環で開催した小国町議会懇談会では、大字ごとの6会場合わせて162名の町民の
みなさんにご参加いただきました。参加したみなさんからは、農林業や地域づくりから教育まで様々
なご質問とともに、ご意見・ご要望を提案していただきました。
　また、12月14日と年明け1月25日に全員協議会を開き、懇談会で出された意見などを町長ら執行
部に伝えるとともに、実現を求めました。

▼農業後継者と耕作放棄地に対してのきちんとした対策を
　　若手認定農業者の考え、望みを聞きだしながら研修会など開催しているところ。
▼空き屋対策もシッカリとした取り組みを
　　まずは部長、組長をとおして調査を行なっていきたい。
▼国道脇の立木や草刈りなど、道路管理の徹底を
　　町と県職員で現地を確認して危険なところは早急に対応してもらう。
▼小学校跡地の利活用
　　利用内容が決まれば手続を早急にしたい。まず、地域の意向が活用の大前提と考えている。
▼危険渓流や急傾斜地などの防災対策
　　対策工事の要望は建設課に連絡を頂けば県へ予算要望など引き継ぐ。
▼地熱開発の今後のありかたは
　�　地熱を含む再生エネルギーについては研究・調査が中途。今後、その資料を議会に提出できる
ようにしたい。
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一般質問

町
有
地
に
関
す
る
件

小
国
郷
の
観
光
連
携

時
松
　
唯
一

渡
邉
　
誠
次

問
平
成
24
年
11
月
７
日
の
熊
日
新
聞

の
記
事
で
、町
長
は
施
設
の
土
地
所

有
権
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
で
和

解
、土
地
の
所
有
権
な
ど
の
考
え
方

で
意
見
が
一
致
し
た
と
の
報
道
が
あ

る
が
、町
長
自
身
が
非
を
認
め
た
と

考
え
て
よ
ろ
し
い
か
。ま
た
、こ
の
土

地
は
小
国
町
有
地
を
上
田
第
一
牧
野

組
合
が
、遊
牧
地
と
し
て
使
用
管
理

し
て
い
る
。昭
和
57
年
か
ら
62
年
に

か
け
、牧
野
の
生
産
性
向
上
を
図
る

た
め
、牧
野
道
路
、草
地
造
成
、農
地

造
成
と
小
国
町
が
事
業
主
体
と
な

り
、多
額
の
費
用
を
投
じ
て
実
施
し

た
。道
路
に
つ
い
て
は
、農
道
台
帳
に

登
記
、小
国
町
が
管
理
し
て
い
る
。以

前
か
ら
町
の
境
界
、使
用
区
分
に
つ

い
て
も
明
確
で
あ
り
、以
前
か
ら
問

題
も
な
か
っ
た
。こ
の
事
実
を
踏
ま

え
毅
然
と
し
た
態
度
で
交
渉
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

【
町
長
】そ
の
通
り
で
あ
る
と
考
え
る
。

行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、全
て
責
任
は

自
分
に
あ
る
。引
き
続
き
協
議
を
し
て

い
く
。

【
総
務
課
長
】当
該
地
の
所
有
の
解
釈

問
Ｊ
１
グ
ラ
ン
プ
リ（
イ
ベ
ン
ト
）の

説
明
を
。

【
情
報
課
長
】ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
を
メ

イ
ン
に
し
た
小
国
郷
特
有
の
新
た
な

地
元
料
理
を
創
作
す
る
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
を
６
月
２
日
に
開
催
予
定
。

【
町
長
】将
来
的
に
展
開
す
る
こ
と
を

希
望
す
る
。６
次
産
業
化
の
観
点
か

ら
行
政
も
協
力
し
、町
づ
く
り
の
一
助

に
な
れ
ば
。

問
南
北
小
国
の
観
光
連
携
の
見
解
は
。

【
町
長
】南
北
の
観
光
に
つ
い
て
は
過

去
の
歴
史
的
背
景
、両
町
の
見
解
の

違
い
は
あ
る
。ま
ず
は
整
理
が
必
要
で

は
な
い
か
。

問
観
光
庁
に
観
光
地
の
再
建
、強
化

事
業
を
独
自
で
申
請
し
、採
択
を
受

け
て
い
る
。町
で
も
ア
ン
テ
ナ
を
高

く
上
げ
、た
く
さ
ん
の
補
助
事
業
を

獲
得
し
て
ほ
し
い
。

【
町
長
】補
助
事
業
は
全
般
に
期
日
の

制
限
が
厳
し
く
、１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

の
補
助
に
お
い
て
は
魅
力
的
で
も
あ

る
の
で
全
国
か
ら
の
応
募
も
あ
り
、競

争
も
激
し
い
故
に
採
択
さ
れ
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
。し
か
し
、し
っ
か
り

に
誤
り
が
あ
る
と
い
う
事
で
協
議
を

続
け
て
い
る
。

問
町
有
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、

ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
の
動
線
、

駐
車
場
の
狭
さ
、ト
イ
レ
の
使
用
勝

手
の
悪
さ
、大
分
交
通
の
車
庫
、野
菜

売
り
場
な
ど
、非
常
に
煩
雑
で
あ
る
。

河
川
敷
の
２
９
４
平
方
メ
ー
ト
ル
の

町
有
地（
雑
種
地
）を
か
さ
上
げ
し
て

整
備
す
る
事
で
大
型
バ
ス
な
ど
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
な
ど
観
光

客
か
ら
見
た
周
辺
整
備
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

【
町
長
】ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
は

今
ま
で
も
話
題
に
な
っ
て
き
た
が
、景

観
等
の
問
題
や
施
設
の
増
設
に
つ
い

て
は
補
助
事
業
も
使
っ
て
お
り
判
断

が
つ
か
な
か
っ
た
。河
川
敷
の
土
地
に

つ
い
て
は
、正
式
な
専
門
技
術
者
に
設

計
を
お
願
い
し
な
が
ら
計
画
を
立
て

て
い
き
た
い
。

【
総
務
課
長
】色
々
な
関
係
機
関
と
の

調
整
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、そ
れ
ら

を
踏
ま
え
た
と
こ
ろ
で
検
討
す
る
。

【
建
設
課
長
】県
の
助
言
を
頂
き
検
討

す
る
。

と
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
な
が
ら
獲
得
し

て
い
き
た
い
。ま
た
、県
関
係
だ
け
で

は
な
く
、直
接
国
に
ア
ン
テ
ナ
が
張
れ

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。良
い
状
況
を
作

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、有
利
な
補
助
事

業
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

小国の自然様々
　　＝小国町観光振興会議

8



一般質問

問
阿
蘇
管
内
で
の
女
性
の
課
長
職
の

登
用
割
合
は
。

【
総
務
課
等
】パ
ー
セ
ン
ト
で
説
明
す

れ
ば
、阿
蘇
市
６
・
９
、南
小
国
０
、産

山
０
、高
森
０
、西
原
０
、南
阿
蘇
27
・

３
、小
国
町
９
・
１
で
あ
る
。

　

割
合
か
ら
み
る
と
、小
国
町
は
、低

水
準
で
は
な
い
が
、高
い
数
字
で
も

な
い
。21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
も

い
わ
れ
る
よ
う
に
今
後
と
も
活
発
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

若
者
が
定
住
出
来
る
町
に
す
る
た
め
に

納
税
方
法
の
変
更
に
よ
る
影
響
は

男
女
共
同
参
画
、
町
の
到
達
点
を
ど
う
見
る

児
玉  

智
博

穴
井  

帝
史庁舎で働く職員達。職員全体の男女比は、ちょうど62名ずつ

の50：50です。（保育園と老人ホーム含）

問
農
林
業
の
後
継
者
対
策
は
待
っ
た

な
し
。国
の
青
年
就
農
支
援
金
が
始

ま
っ
た
が
、対
象
と
な
る
に
は
様
々
な

厳
し
い
条
件
が
あ
る
。町
独
自
の
農

業
後
継
者
支
援
の
助
成
金
制
度
を
つ

く
る
べ
き
で
は
な
い
か
。ま
た
、小
国

町
で
は
林
業
の
担
い
手
育
成
補
助
で

森
林
組
合
の
新
入
職
員
の
人
件
費
の

一
部
を
補
助
し
て
い
る
が
、一
人
親
方

が
弟
子
を
と
っ
た
場
合
な
ど
に
こ
そ

補
助
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】県
内
で
も
市
町
村
レ
ベ
ル
で

就
農
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

受
け
入
れ
組
織
が
シ
ッ
カ
リ
し
て
い

る
。補
助
金
を
出
す
だ
け
で
は
あ
ま

り
効
果
は
な
い
と
思
う
の
で
、土
台
と

な
る
組
織
づ
く
り
を
真
剣
に
検
討
し

た
い
。

　

ま
た
、林
業
の
方
が
受
け
入
れ
体

制
が
整
っ
て
お
り
、若
手
林
業
者
を
受

け
入
れ
、３
年
間
の
な
か
で
技
術
を

学
ん
で
い
る
。

問
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
実

施
を
決
断
し
た
事
は
、大
変
評
価
し

て
い
る
が
、上
限
額
10
万
円
で
は
高

額
工
事
は
喚
起
さ
れ
に
く
い
。引
き

問
今
年
４
月
よ
り
従
来
の
納
税
制
度

が
廃
止
さ
れ
る
。口
座
振
替
の
手
続

き
等
、進
捗
状
況
は
。

【
税
務
課
長
】個
人
情
報
保
護
、組
の

構
成
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
、部
長
組

長
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
。現
在
、約
74
％
の
申
請
が
あ

る
。

問
納
税
奨
励
金
に
代
わ
り
、今
後
は

地
域
活
動
交
付
金
が
各
地
域
に
分
配

さ
れ
る
。納
税
通
知
の
郵
送
料
手
数

料
等
、経
費
面
で
の
試
算
は
。

【
税
務
課
長
】部
長
組
長
手
当
、地
域

活
動
交
付
金
等
、比
較
し
て
ト
ー
タ

ル
で
約
５
３
０
万
円
程
度
の
経
費
削

減
に
な
る
予
定
。

問
男
女
共
同
参
画
計
画
に
つ
い
て
。

小
国
町
も
推
進
懇
話
会
を
立
ち
上
げ

て
い
る
中
で
、町
の
女
性
管
理
職
雇

用
に
つ
い
て
今
後
の
考
え
は
。

【
町
長
】小
国
町
は
、平
均
よ
り
進
ん

で
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。課
長

級
・
審
議
員
級
・
係
長
級
と
あ
る
が
課

長
級
以
外
は
、女
性
も
数
多
く
い
る
。

適
材
適
所
で
役
付
の
任
命
を
し
て
い

る
。

上
げ
る
べ
き
で
は
。

【
町
長
】初
め
て
取
り
組
む
事
な
の
で
、

運
用
す
る
な
か
で
状
況
を
見
な
が
ら

考
え
て
い
き
た
い
。

問
県
や
政
府
の
調
査
に
よ
る
と
、子

ど
も
を
た
く
さ
ん
持
て
な
い
理
由

は
経
済
的
負
担
で
あ
り
、子
育
て
で

負
担
に
な
っ
て
い
る
出
費
は
医
療
費

だ
。医
療
費
助
成
対
象
の
高
校
生
ま

で
の
引
き
上
げ
と
町
外
で
の
現
物
給

付
の
検
討
は
ど
う
な
っ
た
か
。

【
福
祉
課
長
】平
成
25
年
度
か
ら
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
予
防
接
種

が
定
期
接
種
に
な
り
、町
の
財
政
負

担
が
新
た
に
増
え
る
な
ど
し
て
い
る

事
も
あ
り
、財
政
面
で
躊
躇
し
て
い

る
。

【
町
長
】福
祉
の
面
は
着
実
に
前
進
し

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。１
年
の
う
ち

に
何
も
か
も
は
出
来
な
い
が
、必
要

な
事
は
、財
政
状
況
も
見
な
が
ら
更

に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
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一般質問

環
境
モ
デ
ル
都
市
の
推
進

小
国
町
の
今
後
の
交
通
体
系

梅
木  

隆
志

松
本  

明
雄

問
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、町
民
が
取
り
組
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
施
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。そ
の
点
で
、未
利
用
間
伐
材
等
に

よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、特
に
木
質

ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
を
考
え
て
頂
き
た

い
。木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
公
共
施
設
の
ボ

イ
ラ
ー
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
だ

け
で
な
く
、一
般
家
庭
へ
の
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
の
普
及
も
考
え
ら
れ
、化

石
燃
料
の
代
替
え
に
よ
る
大
幅
な
Ｃ

Ｏ
２

削
減
が
期
待
で
き
る
。ま
た
、未

利
用
の
間
伐
材
の
利
用
が
進
め
ば
、

そ
こ
か
ら
収
入
が
発
生
し
、山
の
手

入
れ
が
進
む
、山
の
手
入
れ
が
進
め

ば
森
林
の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
が
増
え
る

と
思
う
が
。

【
町
長
】木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て

は
、具
体
的
に
は
木
魂
館
へ
の
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
の
実
証
を
通
じ
て
今
後
の
取
り
組

み
を
具
体
化
し
て
い
く
。未
利
用
間

伐
材
の
利
用
つ
い
て
は
、町
内
の
チ
ッ

プ
工
場
が
で
き
た
こ
と
で
、以
前
に
比

べ
れ
ば
進
ん
だ
と
思
う
が
ま
だ
ま
だ

不
十
分
で
あ
る
。

問
小
学
校
の
統
廃
合
に
伴
い
運
行

し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
補
助
金

が
終
了
し
た
の
ち
の
運
行
体
制
に
つ

い
て
、子
ど
も
議
会
で
も
意
見
が
出

て
い
た
。今
後
、中
学
生
も
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
の

か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】現
在
８

台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
営
さ
せ
て

い
る
、補
助
金
終
了
後
も
継
続
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。中
学
校
に
関
し
て

は
、寮
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
の
で
真

剣
に
検
討
す
る
時
期
に
き
て
い
る
と

思
う
。

問
現
在
は
２
キ
ロ
以
上
の
方
し
か
利

用
で
き
な
い
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を

２
キ
ロ
圏
内
に
お
住
い
の
方
々
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

【
情
報
課
長
】遠
く
か
ら
来
る
と
き

に
、町
内
の
方
々
を
複
数
乗
せ
て
来
る

と
い
う
よ
う
な
考
え
方
も
い
い
の
で

は
と
感
じ
て
い
る
。小
国
郷
の
公
共
交

通
会
議
で
検
討
し
た
い
。

問
福
祉
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
色
々
あ
る

が
、今
後
別
々
で
運
行
す
る
の
か
、も

問
本
年
か
ら
生
ご
み
に
よ
る
循
環
型

農
業
の
堆
肥
生
産
が
ス
タ
ー
ト
す
る

が
、当
初
は
給
食
セ
ン
タ
ー
等
の
事

業
所
の
生
ゴ
ミ
に
よ
る
堆
肥
化
と
聞

い
て
い
る
が
、出
来
る
だ
け
早
い
時

期
に
一
定
の
地
区
で
も
い
い
の
で
家

庭
の
生
ご
み
回
収
に
取
り
組
ん
で
欲

し
い
。

【
町
長
】年
内
に
給
食
セ
ン
タ
ー
の
堆

肥
化
の
様
子
を
見
て
も
ら
い
、年
度
内

に
は
取
り
組
ん
で
も
い
い
と
い
う
地

区
を
選
ん
で
い
き
た
い
。

し
く
は
複
合
バ
ス
と
し
て
、子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
緒
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
の
か
、自
分
と
し

て
は
皆
が
利
用
で
き
る
複
合
バ
ス
が

ベ
ス
ト
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】理
想
と
し
て
は
皆
が
一
緒
の

ほ
う
が
と
思
う
が
、時
間
帯
の
問
題

等
も
あ
る
の
で
、今
後
、様
々
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。　

家庭用ペレットストーブ
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一般質問

地
域
振
興
と
観
光
振
興

評
価
の
高
い
行
財
政
改
革

の
推
進
を

松
﨑  

俊
一

北
里  

勝
義

の
結
果
を
み
て
、対
応
を
検
討
し
た

い
。

問
こ
の
計
画
の
中
で
、リ
フ
ォ
ー
ム

に
併
せ
た
耐
震
改
修
の
促
進
が
あ
る

が
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の

対
象
と
な
る
か
。ま
た
、耐
震
化
促
進

に
向
け
て
、補
助
率
や
限
度
額
の
検

討
で
き
な
い
か
。

【
産
業
課
長
】基
本
的
に
は
耐
久
を
含

ん
で
お
り
、対
象
と
考
え
て
い
る
。

【
町
長
】補
助
率
や
限
度
額
等
に
つ
い

て
は
、今
後
運
用
し
な
が
ら
、様
々
な

角
度
で
検
討
し
た
い
。

問
国
道
入
口
の
情
報
案
内
看
板
の
活

用
と
し
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
設
置
し

た
り
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、

ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
を
活
用
し

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
置
な

ど
、観
光
の
振
興
、情
報
の
発
信
、窓

口
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。特
に
ゆ
う
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
基
点
と
し
て
、常
設

の
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
人
が
集
ま
る
」、「
お
金
が
落
ち
る
」

と
な
る
の
で
は
な
い
か
。　 

【
町
長
】ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図

り
た
い
。今
、相
互
に
情
報
交
換
で
き

る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
情
報
の

発
信
に
力
を
入
れ
て
い
る
。�

ゆ
う
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、町
の
施
設
で
、現
在
、

ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式

問
平
成
17
年
に
第
２
次
小
国
町
行
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、行
財
政
改
革

を
推
進
し
て
い
る
。一
定
の
成
果
は
出

て
い
る
と
思
う
が
、今
後
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
等
社
会
的
変
化
を
見

据
え
、時
代
に
対
応
し
た
行
政
運
営
、

持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
確
立
し
て

い
く
た
め
に
は
、新
た
な
行
財
政
改

革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、町
の
考
え
は
。

【
町
長
】社
会
的
変
化
を
見
据
え
た
、

き
め
細
か
な
町
民
サ
ー
ビ
ス
や
産
業

の
活
性
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。自
分
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る

位
置
を
も
う
一
度
認
識
す
る
よ
う
な
、

時
代
に
対
応
し
た
前
向
き
な
計
画
づ

く
り
が
必
要
。

問
本
年
度
、小
国
町
建
築
物
耐
震
改

修
促
進
計
画
が
策
定
さ
れ
、安
心
・
安

全
な
町
づ
く
り
が
一
歩
進
め
ら
れ
た

と
思
っ
て
い
る
。耐
震
化
促
進
に
向
け

て
、耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
等
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

【
建
設
課
長
】こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

補
助
事
業
を
活
用
し
て
四
つ
の
施
設

の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
。ま
た
、そ

会
社
に
運
営
を
任
せ
て
い
る
が
、会
社

と
連
携
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
提
案
を
し

て
い
き
た
い
。

問
ス
キ
ー
の
ス
ト
ッ
ク
を
使
っ
た

「
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
」と
い
う
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）が
あ

る
が
、若
い
方
か
ら
高
齢
者
ま
で
筋

力
づ
く
り
、正
し
い
姿
勢
づ
く
り
、介

護
予
防
、健
康
づ
く
り
に
良
い
と
聞

い
て
い
る
。専
門
家
を
呼
ん
で
、詳
し

い
内
容
を
研
究
し
た
ら
ど
う
か
。 

【
北
里
町
長
】調
査
し
て
小
国
町
で
ど

の
よ
う
に
で
き
る
か
参
考
に
し
た
い
。

フェイスブックによる情報発信

小国町役場庁舎内２Ｆ　

ポールウォークの様子
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一般質問

大
気
汚
染
Ｐ
Ｍ
２・
５
（
微
小
粒

子
状
物
質
）
の
対
応

安
全
な
子
育
て
対
策
を

北
里  

邦
治

奴
留
湯  

哲
宣

問
中
国
大
陸
か
ら
上
陸
し
て
い
る
大

気
汚
染
物
質
に
つ
い
て
環
境
省
も
今

年
２
月
に
専
門
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、１
日
の
平
均
が
70
Ｐ
Ｐ
Ｍ
を
超

え
た
場
合
に
は
注
意
喚
起
を
促
す
と

い
う
こ
と
で
情
報
を
提
供
。県
も
早

い
対
応
で
県
内
18
か
所
の
観
測
地
点

を
設
置
し
て
い
る
が
、阿
蘇
郡
市
に

は
観
測
地
点
が
な
い
が
町
と
し
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】町
単
独
で
観
測
地
点
を
設
置

す
る
こ
と
は
大
き
な
負
担
と
な
る
、郡

内
の
市
町
村
で
県
に
設
置
を
要
望
し

て
い
く
。　

問
３
月
５
日
熊
本
県
下
で
初
め
て
70

Ｐ
Ｐ
Ｍ
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
観
測
さ
れ
た
、

翌
日
の
６
日
は
小
国
小
学
校
の
お
別
れ

遠
足
が
実
施
さ
れ
た
が
、こ
の
よ
う
な

場
合
も
含
め
た
危
機
管
理
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】今
回
の
ケ
ー
ス
の
場
合
は

18
か
所
の
中
で
１
か
所
で
も
基
準
値

を
超
え
る
と
各
校
長
に
県
又
は
教
育

事
務
所
か
ら
具
体
的
な
指
示
が
出
る

と
い
う
体
制
で
き
て
い
る
。ま
た
、観

測
地
点
設
置
に
つ
い
て
も
阿
蘇
の
学

問
中
国
か
ら
飛
来
す
る
Ｐ
Ｍ
２
・
５

（
ぜ
ん
そ
く
な
ど
引
き
起
こ
す
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
）の
小
国
町
の
対
応
や

対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

現
状
で
は
、阿
蘇
地
区
に
観
測
所

が
無
く
、詳
し
い
地
域
情
報
が
無
い

状
態
で
あ
る
。早
急
な
観
測
所
設
置

を
県
に
要
請
し
て
欲
し
い
。

町
と
し
て
町
内
放
送
を
通
じ
70
Ｐ
Ｐ

Ｍ
を
超
え
る
と
き
は
注
意
喚
起
を
望

む
。

　

ま
た
、子
供
た
ち
に
一
番
影
響
が
考

え
ら
れ
る
の
で
、保
育
園
や
学
校
に
マ

ス
ク
の
常
備
や
空
気
清
浄
機
の
設
置

を
要
望
し
た
。

問
小
国
中
学
校
寮
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

　

現
在
30
名
が
生
活
し
て
い
る
。避

難
訓
練
の
実
施
状
況
を
質
問
し
た
。

火
災
訓
練
し
か
実
施
し
て
い
な
い
、夜

間
を
想
定
し
た
地
震
等
の
災
害
の
避

難
訓
練
も
行
う
べ
き
で
あ
る
。

問
寮
へ
の
道
は
狭
い
道
で
あ
り
袋
小

路
に
な
っ
て
い
る
。以
前
か
ら
道
路
対

策
を
要
望
し
て
い
た
が
、地
権
者
等
の

問
題
で
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
の

校
保
健
総
務
会
で
も
保
健
所
等
に
強

く
要
望
し
て
い
る
。

よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
災
害
が
発
生
し
子
供
た
ち
に

犠
牲
が
出
て
か
ら
で
は
遅
い
。袋
小
路

を
解
消
で
き
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
、橋
の
設
置
や
安
全
な
道
路
の
確

保
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

国
の
防
災
対
策
で
補
助
も
受
け
ら

れ
る
が
、地
権
者
が
地
籍
の
承
諾
も

し
て
お
ら
ず
、道
路
の
拡
幅
は
難
し

い
。

　

別
の
対
策
と
し
て
橋
の
取
り
付
け

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、こ
れ
も
取
り

付
け
場
所
の
交
通
の
許
可
な
ど
問
題

も
あ
る
よ
う
だ
。し
か
し
、人
命
に
は

代
え
ら
れ
な
い
、早
急
な
安
全
確
保

を
要
望
し
た
。

 

そ
の
他 

乳
幼
児
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防

の
ワ
ク
チ

ン
の
町
補

助
を
要
望

し
た
。

小国中学校寮

PM2.5測定器
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一般質問

北
里
博
士
と
地
域
の
活
性
化

原
山  

光
成

問
北
里
柴
三
郎
博
士
の
１
６
０
年
生

誕
祭
は
小
国
町
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

絶
好
の
機
会
だ
っ
た
。県
関
係
者
等

も
招
待
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

【
町
長
】県
関
係
者
の
招
待
等
は
し
な

か
っ
た
。生
誕
祭
は
成
功
し
た
と
思
っ

て
い
る
。

問
博
士
の
伝
記
は
知
っ
て
い
る
と
思

う
が
、博
士
が
学
ん
だ
熊
本
市
の
栃

原
塾
や
熊
本
医
学
校
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る
か
。

【
会
計
管
理
室
長
】医
学
部
に
は
行
っ

た
が
、他
の
関
係
施
設
に
は
行
っ
て
い

な
い
。

問
栃
原
塾
は
熊
本
市
の
白
川
小
学

校
内
に
あ
る
。非
常
に
視
野
の
狭
い

１
６
０
年
生
誕
祭
だ
っ
た
と
思
う
が
、

野
口
英
世
の
顕
彰
は
東
北
６
県
で
Ｐ

Ｒ
し
て
人
を
呼
ん
で
い
る
。大
き
な

視
点
で
物
を
考
え
な
い
と
人
は
動
か

な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】北
里
研
究
所
か
ら
の
記
念
館

整
備
は
３
年
間
続
け
て
行
う
。３
年

後
に
、再
度
、博
士
の
顕
彰
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

問
町
民
税
は
毎
年
減
少
し
続
け
、町

民
も
減
少
し
続
け
て
い
る
。町
民
を

元
気
に
す
る
た
め
に
は
、所
得
を
上

げ
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
、小
国

町
の
産
物
を
町
外
に
売
る
た
め
の
営

業
マ
ン
を
町
で
雇
っ
た
ら
と
12
月
議

会
で
提
案
し
た
。町
長
も
賛
意
し
た
。

営
業
マ
ン
雇
用
は
進
展
し
て
い
る

か
。

【
町
長
】物
産
を
町
外
に
売
る
た
め
の

営
業
マ
ン
の
話
は
、ま
だ
進
展
し
て
い

な
い
。営
業
マ
ン
は
誰
で
も
い
い
と
い

う
訳
に
は
い
か
な
い
。引
き
続
き
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

観
光
客
を
町
内
に
呼
び
込
む
営
業

マ
ン
は
、か
な
り
効
果
を
上
げ
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。ツ
ア
ー
客
の
誘
致
に

つ
い
て
も
営
業
マ
ン
と
相
談
し
て
、誘

致
客
数
を
延
ば
す
事
を
考
え
て
い
き

た
い
。

問
南
小
国
町
志
賀
瀬
に
北
里
博
士

の
伯
母
さ
ん
の
家
が
残
っ
て
い
る
が
、

２
０
０
年
以
上
経
ち
雨
漏
り
し
て
倒

壊
の
虞
さ
え
あ
る
。記
念
事
業
で
保

存
は
考
え
ら
れ
な
い
か
次
の
議
会
で

対
応
を
お
聞
き
し
た
い
。

条　例　改　正
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▶�小国町新型インフルエンザ等対策本部条例
　（新型インフルエンザ等緊急事態宣言がなされた場合、町が設置する対策本部に必要な条例）
▶�小国町光ファイバーネットワーク施設の設置及び管理に関する条例一部を改正する条例
　（住民基本台帳に登録されていない別荘などの使用料を月額3000円から2000円に減額する。）
▶�小国町手数料条例の一部を改正する条例
　（税務証明の2枚目以降の手数料を200円から50円に減額する。）
▶小国町営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例
　小国町治山事業分担金徴収条例の一部を改正する条例
　小国町林道開設、改良、舗装工事分担金徴収条例の一部を改正する条例
　小国町林業構造改善事業分担金の一部を改正する条例
　（ 以上4件の改正は、分担金を徴収しない場合の条例の追加で、「町長は、特別の事情により特に必要

があると認めた場合は、分担金の一部又は全部を延納又は減免することができる」）

その他、行政部長の役割の見直し条例・廃校施設の使用料は学校施設整備となる
基金条例・地域主権一括法に伴う新規制定条例8件・町施設の住所変更条例2件で
あった。
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百条特別委員会報告
　

風
力
発
電
所
建
設
に
伴
う
土
地
賃

貸
借
契
約
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　
　

時
松
唯
一

＊
調
査
の
主
旨　

小
国
町
議
会
議
長

宛
へ
平
成
二
十
四
年
五
月
一
五
日
に

上
田
第
一
牧
野
組
合
有
志
一
同
で『
風

力
発
電
所
建
設
に
伴
う
土
地
賃
貸
借

契
約
に
つ
い
て
』の
陳
情
書
が
提
出
さ

れ
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、小
国
町
議
会

と
し
て
は
、議
会
自
ら
建
設
当
時
の

契
約
締
結
内
容
及
び
事
務
の
執
行
が

適
正
に
行
わ
れ
て
い
た
か
な
ど
を
、

検
証
し
て
い
く
責
務
が
あ
る
と
考

え
、こ
の
真
相
究
明
の
た
め
、百
条
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、速
や
か
に
調

査
、解
明
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

 

風
力
発
電
所
建
設
に
伴
う
土
地
賃
貸

借
契
約
に
関
す
る
特
別
委
員
会

＊
陳
情
書
に
つ
い
て
慎
重
に
調
査
し
、

境
界
に
つ
い
て
は
現
地
調
査
を
し
た

結
果
。全
て
に
つ
い
て
信
憑
性
が
あ

り
、以
下
の
事
を
確
認
し
た
。

①　

平
成
十
七
年
十
月
二
十
六
日
付

の
契
約
書
で
は
、風
力
発
電
所
建
設

地
は
小
国
町
所
有
と
し
て
の
契
約
書

で
あ
り
、境
界
は
そ
の
後
の
問
題
と
し

て
契
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

②　

政
令
十
五
号
第
二
条「
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
の
受
託
に
伴
い
発
す
る
命

令
」は
故
意
又
は
誤
っ
た
両
町
の
解
釈

に
よ
り
、小
国
町
有
地
を
南
小
国
町

へ
帰
属
し
た
こ
と
は
違
法
で
あ
る
。

　

な
お
、こ
の
政
令
は
昭
和
二
七
年

法
律
第
八
一
号「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受

託
に
伴
い
発
す
る
命
令
に
関
す
る
件

の
廃
止
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、廃

止
さ
れ
失
効
し
て
い
る
事
実
も
確
認

し
た
。

　

事
業
会
社
が
変
わ
り
小
国
町
の
持

株
が
無
く
な
っ
た
際
に
所
有
権
が
南

小
国
町
に
移
り
、分
収
条
例
が
か
け

ら
れ
た
事
も
確
認
し
た
。

③　

従
っ
て
、そ
の
後
の
土
地
賃
貸
契

約
書
は
無
効
で
あ
る
。よ
っ
て
、小
国

町
長
は
速
や
か
に
南
小
国
町
と
㈱
ウ

イ
ン
ド
テ
ッ
ク
小
国「
現
㈱
グ
リ
ー
ン

パ
ワ
ー
阿
蘇
」と
上
田
第
一
牧
野
組
合

と
の
間
で
締
結
し
た
土
地
賃
貸
借
契

約
を
解
除
し
、改
め
て
小
国
町
と
㈱

ウ
イ
ン
ド
テ
ッ
ク
小
国「
現
㈱
グ
リ
ー

ン
パ
ワ
ー
阿
蘇
」と
上
田
第
一
牧
野
組

合
の
土
地
賃
貸
借
契
約
の
締
結
を
す

る
事
。

④　

最
後
に
報
告
書
の
中
で
、現
地

調
査
、あ
る
い
は
使
用
収
益
し
て
い
た

組
合
の
方
々
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を

し
た
結
果
、事
務
手
続
き
・
事
務
引
継

ぎ
・
牧
野
組
合
へ
の
説
明
不
足
が
招
い

た
行
政
事
務
怠
慢
で
あ
る
と
結
論
づ

け
る
。

＊
町
長
と
し
て
は
、こ
う
い
う
事
態

に
な
っ
た
事
を
重
く
受
止
め
反
省
す

べ
き
で
あ
る
。

①　

説
明
会
の
復
命
に
つ
い
て
は
、

関
係
職
員
も
詳
細
に
内
容
を
把
握

し
、理
解
す
る
事
。

②　

関
係
者
と
の
約
束
に
つ
い
て
は
、

口
答
で
は
な
く
、必
ず
文
書
で
交
わ

す
こ
と
。　

③　

重
要
案
件
は
、課
内
で
十
分
な

る
協
議
、必
要
で
あ
れ
ば
関
係
各
課

と
の
横
の
連
絡
調
整
を
図
る
こ
と
。

④　

小
国
町
の
主
権
回
復
と
上
田
第

一
牧
野
組
合
の
信
頼
回
復
を
図
る
こ

と
。

＊
右
記
の
こ
と
を
小
国
町
長
は
誠

実
に
実
行
す
る
事
。交
渉
を
続
け
て

い
く
中
で
、交
渉
後
10
日
以
内
に
文

書
に
て
議
会
へ
の
経
過
報
告
を
行
う

事
。

　

以
上
百
条
委
員
会
と
し
て
の
総
合

的
な
報
告
と
し
ま
す
。
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平成２５年３月議会において新代表監査委員を選出しました。
室原代表監査委員、よろしくお願いします。

　鎗水さんの丁寧且つ熱心な姿勢、監査
指導にはいつも感服いたしておりました。
長年のご指導、ご指摘おつかれさまでし
た。ありがとうございました。

※ 監査委員は地方公共団体の執行する事務、及び地方団体が補助金等の名目で財政援助を行っている団
体の執行する事務について、その手続きが適正であるか、業務の存続が適当であるか等の点について監
査を行っています。

　平成２５年２月２５日（月）～２６日（火）の２日間、福岡市中央区桜坂の事務所にて石川博巳氏

によるデザインの研修を行いました。昨年までの研修は聞き取り調査、及び同規模の町村議会議

員と交流等の研修でしたが、議会改革の一端として広報技術の研修に変更していきます。技術面

においてはたくさんの選択肢がありますが、まずは作成ソフトのイラストレーターの研修を行い

ました。通常は６カ月間の過程で行う内容では

ありますが、特別行程を組んでいただき、広報

作成のみに焦点を置き、充実した２日間となり

ました。この後、随時広報の技術研修を行い、

広報誌作成時の財政的負担の軽減と委員の語

感がより伝わる内容の充実化ができるように

努力してまいります。かなり難解なところもあ

り、戸惑っている感はありますが、委員各自、少

しずつ前進する所存です。

　この度、監査委員という大役を拝命し、
重要な役割に責任の重さを痛感していま
す。仕事に当たっては、あまり気負うことな
く、日々の研讃に努め、町民の視線に立っ
た行政運営に、すこしでもお手伝いが出来
ればと考えております

前代表監査委員　鎗水盛春氏 新代表監査委員　室原知邦氏

広報特別委員会研修

代表監査委員
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編 

集 

後 

記

　

小
国
町
の
小
中
高
の
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
入
学
式
が
あ
り
、
子
ど
も
達

の
元
気
な
声
が
毎
日
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
季
節
も
穏
や
か
に
も
だ
ん
だ
ん

と
温
か
く
な
り
、
新
緑
映
え
る
今
日

こ
の
頃
、
町
民
の
み
な
さ
ま
は
ど
う

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

３
月
に
新
し
く
町
の
代
表
監
査
委

員
と
し
て
室
原
知
邦
さ
ん
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
前
鎗
水
盛
春

代
表
監
査
委
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は

長
年
に
亘
る
ご
指
導
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
予
算
も
決
ま
り
、
新
た

に
議
会
人
の
一
人
と
し
て
気
を
引
き

締
め
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
長　

渡
邉
誠
次

委��

員��

長　
　
　
　
　

渡
邉�　

誠
次

副
委
員
長　
　
　
　
　

梅
木�　

隆
志

委　
　

員　
　
　
　
　

奴
留
湯�

哲
宣

児
玉�　

智
博

発
行
責
任
者

髙
村�　

祝
次

広
報
特
別
委
員
会

シリーズ

わかりやすい議会わかりやすい議会わかりやすい議会わかりやすい議会

～地域主権一括法案～

憲法
法律

　地域主権改革とは、国が地方に優越する上下の関係から、対等の立場で対話ので

きる関係へと転換し、国民が、地域の住民として、自らの暮らす地域の在
り方について自ら考え、主体的に行動し、その行動、選択に責任を
負う住民主体の発想に基づいた改革です。

　条例は国が定めた憲法、法律のルールに則って地方公共団体（小国町）が議会の議決を
経て制定する自治立法（地域・地方の運営について、地方の住民の意思に基づき行うため
の運営ルール）です。

　平成２５年度の３月議会ではたくさんの条例の改正が行われました。これは地域の自主
性及び自立性を高める改革の推進のために関係する法律を整備する法律が平成２３年５
月、及び８月に公布されたからです。その法律に基づいて小国町でも随時条例を改正しま
す。小国町として自主的に、又自らの判断と責任において地域の諸課題に取り組むことが
できるように改革を進めます。

国が守るべきルール。
法律をつくるための規則を決
めたもの。

国民が守るべきルール。法律
を守らないと、裁判所で裁か
れて罰則を受けることになる。

条例の改正

表
紙
の
写
真

　「
空
へ
」

熊
本
県
大
津
町　

　

久
野
広
将
氏
撮
影

　

空
の
青
、山
の
緑
、

川
瀬
の
白
と
色
彩
豊

か
な
鯉
の
ぼ
り
が
壮

観
。今
、正
に
空
に
昇

り
そ
う
で
す
。
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